
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 ：〒489-0961  

瀬戸市田中町 103   

電話番号：0561-82-4405 

                             

保育理念 

子ども一人一人を大切にし 

保護者からも信頼され 

地域に愛される保育園を目指す 

保育方針 

   心身ともに 

   たくましく 

     良く遊ぶ子ども 

保育時間 

短時間・・・8:00～16:00 

標準時間・・・7:30～18:15 

延長時間・・・7:15～19:15 

４月 進級式 

★入園式 

5月★幼児組保育参観 

７月 七夕まつり 

７・８月 プール水遊び  

  ９月 夏まつり 

１０月★運動会（幼児組） 

    秋のバス遠足 

    年長修園遠足 

１１月★0.1.２歳児 

保育懇談会 

１２月 もちつき会 

クリスマス会 

 １月 新年お楽しみ会 

２月★幼児組保育参観 

 ３月 ひなまつり会 

★卒園式（年長） 

  ★印 保護者参加行事 

 

避難訓練・・毎月 

誕生会・・・毎月 

 

≪健康管理≫ 

発育測定（毎月） 

内科検診（年２回） 

歯科検診（年２回） 

尿検査 

 

☆  年間行事 ☆ 

子育て
こそだて

支援
しえん

 

子育て相談 

気軽にご相談ください。 

 

    山口っ子広場 

幡山地区の入園前の乳幼児とその保護者の方

に保育園に来て頂き、保護者同士のつながりが

持てる場として設けています。（保育園主催） 

子育てサロン 

同年代の乳幼児（0～2歳）を持つ保護者さ

ん同士が、仲間づくりをしながら、ボランテ

ィアさんと一緒に子育てできる場として開催

しています。（地区社協主催、山口公民館にて） 

 



 

☆運動あそび☆ 
～楽しく体を動かし 

健やかな心と体を育む～ 
健康な体に不可欠な「運動」を生活に取

り入れ、「体を動かすことが楽しい」と感じ

る子どもたちを育て、目標に向かってがん

ばる心や自信、友達と協力する協調性を培

います。 

具体的には、中京大学の中野先生のご教

授のもと、体力測定や学生との運動遊びを

年間計画のもとで行ったり、季節に応じた

体操や集団遊び、散歩、ピアノの音に合わ

せて主体的に動く「リズム遊び」をしたり

します。 

 

 

 

  

保育園の特徴 

 本園は、近くに田畑や川、神社があり、

自然が多く残っている地域の保育園です。

園庭には大きな銀杏の木があり、子どもた

ちに季節の移り変わりを知らせてくれて

います。 

以下の保育に力を入れています。 

〇運動遊び 

〇命の学習 

〇食育を取り入れた保育 

〇３歳未満児の育児担当制保育 

  園児の人数 R5.４現在 

  ０歳児   ３名 

  １歳児   ９名（６月より 10 名） 

  ２歳児  １２名 

  ３歳児  ３０名  

   4 歳児  ３０名  

  5 歳児  ３０名   計 11４名 

 

☆食育☆  

～食に関するいろいろな体験を通して 

食べることの楽しさや大切さを知る～ 
おいしい食事は、子どもたちの体や心を

育てます。食事をしながら、姿勢や食具の

持ち方などのマナーを覚えたり、農体験、

クッキング等を通して食への関心を持っ

たりします。子どもたちが育てた野菜を収

穫し、給食に入れて味わう事で、よりおい

しさを感じながら食べる事が出来ます。 

◆自園給食を実施しています。給食・お

やつ共に瀬戸市職員の栄養士が作成した

献立に従い、園内の調理室で調理したも

のを食べています。魚国総本社による委

託給食です。 

◆温かいものは温かく、冷たいものは冷

たく、毎日おいしく食べる事が出来ます。

季節感を感じる様々なメニューがあり、

子どもたちの毎日の楽しみです。 

 

 

おいしい 

給食とおやつ 

   ☆命の学習☆ 

～命を大切にし、自分を認めようとする

と共に、他者も大切にしようとする～ 
命の大切さ、自分を大切にすること、他者

を認めること、など、年長児を中心に授業形

式で取り組みます。年齢の低い子どもたち

も、自分の気持ちを表し、他者に伝えたりす

ることや、「ありのままの自分でいい」と感

じる言葉がけをし、 

自己肯定感を高めて 

いきます。 


